
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  増改築した家屋の評価 

Ｑ：増改築をした家屋の相続税評価の方法

が明らかになったそうですが、どのようにな

ったのですか？  

 

Ａ：償却費相当額は、定額法で計算するこ

とが明らかにされました。 

【解説】 

家屋の相続税評価額は、原則として、固定

資産税評価額を基準に評価されますが、相続

開始前に増改築した場合には、その増改築部

分が固定資産税評価額に反映されていない場

合があり、この場合には、増改築部分を①そ

の増改築に係る家屋と状況の類似した付近の

家屋の固定資産税評価額を基としてその付近

の家屋との構造、経過年数、用途等の差を考

慮して評価する方法、②付近に類似する家屋

がない場合には、その増改築等に係る部分の

再建築価額から課税時期までの間における償

却費相当額を控除した価額の70%相当額によ

り評価する方法のいずれかを用いて評価する

こととされています。 

実務では、①の方法により評価するのは難

しいことから、一般的に②の方法によって評

価をしていましたが、この場合の「償却費相

当額」の計算方法が明らかでなく、実務問答

集に定率法による旨が書かれていたことから、

定率法によって計算していたケースが多かっ

たようですが、この度、「再建築価額からそ

の価額に0.1を乗じて計算した金額を控除し

た価額に、その建物の耐用年数のうちに占め

る経過年数の割合を乗じて計算する(定額

法)」旨が公表されましたので注意が必要です。 
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